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序 

 私はセーカーチ・アンナと共に、私たちの母に敬意を表したいと思っていた。母

フォライ・カタリンとアンナの母セーカーチ夫人ヴィダ・マーリアとの親密な関係、

そして専門分野での業績、さらに二人と強い絆に繋がれた羽仁協子について知りた

いと思ってはいたが、それがこれほど大きく信じられないほど興味深い研究になる

とは予測もしていなかった。 

ケチケメートのコダーイ・ゾルターン音楽教育研究所のアーカイブに納められて

いるフォライ・カタリンの遺品を含む資料の中に「日本の箱」というものがあるが、

その中から羽仁協子がフォライ・カタリン宛てに書いた 30 通ほどの手紙が出てきた。

その手紙からは専門上での二人の関係の深さが詳細に分かる。フォライ・カタリン

が講演だけではなく、保育士や音楽教師にコダーイの理念を基にした幼児音楽教育

の実践を紹介したのは、1968 年の日本が最初である。羽仁協子の最大の真価はその
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重要性を理解したことである。羽仁の卓越したハンガリー語能力のおかげで２人の

考えがより接近し、日本への旅の準備が綿密になされた。 

セーカーチ一家が 1960 年に外交官として日本を訪れた時、羽仁協子はすでにセー

カーチ一家と知り合っていた。一家は日本文化や芸術そして言語に直に触れ、ヴィ

ダ・マーリアは自身の専門分野の観点から日本の子どもの絵画についての探求を始

めた。 

この研究は私たちを子ども時代へと呼び戻した。文化あふれる環境の中で育った

こと、私たちの親がそれぞれの専門分野を結び付け、同じ目的をもって活動した様

子が見えてきた。 

私たちは家族の遺したものや個人的な想い出のような「純粋な源泉」に頼ってい

たが、最初の頃の活動や日本への旅、どのような経過を経て彼女たちが繋がってい

ったのかにもう少し詳しく光を当てたいと思った。（ヴィカール・カタリン）  

 

この研究プロジェクトは、フォライ・カタリンの娘であるヴィカール・カタリン

が、ヴィダ・マーリアの娘 Dr. セーカーチ・アンナと、ケチケメートのコダーイ研究

所図書館館長のチャーニ夫人コーシュ・イルディコーの助力により立ち上げた。こ

こに、ブダペスト大学（ELTE）初等‐幼児教育科の教員でありソルフェージュ教師、

合唱指揮者、幼児教育者であるヘゲドゥーシュ夫人トート・ジュジャンナ、幼児教

育家で才能推進教育アドバイザーである Dr. ゴルダーン夫人オラー・マールタ（ブル

ンスヴィク・テレーズ賞受賞）、音楽教育者の知念直美（フォライ・カタリン賞受

賞）、音楽教育者であり音楽専門通訳・翻訳家の伊藤直美（Pro Cultura Hungarica 文

化勲章受章）、ヴィダ・マーリアの孫で音楽療法士のチョマ・オルショヤが加わっ

た。 

東京にあるリスト・ハンガリー文化センター所長ナジ・アニタの援助により、コ

ダーイ・コンセプトの国際的な広がりの始まりやハンガリー－日本間の文化交流に

関する研究資料が一般公開されることになった。この文化センターの協力により、

2021 年春に、独自のビジョンを持ったオンライン講座が開かれた。 

講座シリーズの中から作成された抄録は、幼児の音楽教育法を練り上げ実践した

フォライ・カタリン、幼児美術教育の専門家セーカーチ夫人ヴィダ・マーリア、日

本の教育にコダーイコンセプトを（フォライ・カタリンの援助を得て）移植した羽

仁協子、これらの人たちの繋がりを通し、書簡、日記、そしてその他のオリジナル

でこれまでに出版されていない資料を基に、1960 年代からの日本・ハンガリー文化

の相互影響を紹介するものである。 

  

フォライ・カタリン、セーカーチ夫人ヴィダ・マーリア、羽仁協子の紹介  

フォライ・カタリン （1926–2004） 
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フォライ・カタリンは幼児音楽教育においてハンガリーを代表する人物である。

コダーイ・ゾルターンの弟子であり、ハンガリー音楽教育の大使として世界中に知

られている。ハンガリーラジオの幼児のための番組において、土曜日ごとにその鈴

のような声と共に早くから国中に知られる存在であった。チョバーンツ通りの保育

園で行われた幼児音楽教室は、すでに 1947 年から音楽教育に関心のある何百人もの

専門家が見学に訪れた。国立教育研究所の研究チーフとして、ハンガリーの保育園

を訪問し続け、模範実践や講演、講習会などで保育士たちを助けた。また、人格形

成のためのもっとも効果的な手段は歌、音楽であると説いた。国立乳児保育法研究

所では乳児の音楽発達とその可能性についての研究に参加した。音楽教育法に関す

る多くの著作や、歌と遊びをまとめた選集がある（『ヨーロッパの子どもの歌』

『赤ちゃんがハイハイする、歩く』『歌う動物たち』『てんとう虫』『たんぽぽ』。

『保育園での歌』は 1974年の初版以降 23版を重ねている。この本は国際的にも評価

を受け、何か国で翻案されている。その中でも『Music in preschool』は世界中に知ら

れている。フォライ・カタリンのこの業績は、現在でも幼児音楽教育でもっとも使

われている教育法の手引きであり子どものための歌の選集でもある。 

多岐にわたる国内での教育活動と併行し、数多くの国（日本、アメリカ、カナダ、

オーストラリア、ヨーロッパのほとんどの国）からセミナー、講演、教育実践の依

頼があった。音楽教育委員会書記、国際音楽教育学会（ISME）の会長、更には

ISME 内に幼児のセクションを設立し議長となり、またハンガリー音楽家連盟の理事、

ハンガリーコダーイ協会および国際コダーイ協会（IKS）副会長、ハンガリー音楽評

議会会長と、国内外での組織で重要な役割を担った。  

2011 年に、イギリス、アメリカ、オーストラリア、カナダ、ハンガリーの同僚や

教え子が、フォライ・カタリンの教育業績を記念し、また幼児教育のために努力し

た人のために、国際フォライ・カタリン賞を創設した。この賞は、高いレベルの音

楽教育の実現のために現在も努力する教育者を奨励するためでもある。 

 

セーカーチ夫人ヴィダ・マーリア（1916–2000） 
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セーカーチ夫人ヴィダ・マーリアは、幼児期における複合芸術教育先駆者の一人

であった。芸術教育と心理学の実験を伴って、芸術教育の意義とそのトランスファ

ー効果を証明した。ヴィダ・マーリアは 1930 年代末、ハンガリーの学校教育の改革

者であるカラーチョニ・シャンドル（１）のサークルに入り、コダーイの業績を知るよ

うになった。 1941 年、ハンガリーの美術大学を絵画教師とグラフィックのディプロ

マを取得し卒業。並行して、絵本を作成。コダーイ自身からの許可を得て、その民

謡蒐集から挿絵を挿入してわらべうた遊びの本を制作する。ナジサロンタでのコダ

ーイの蒐集からは唱え歌の本を制作。1951 年にトビリス（ソ連）で芸術学の学位を

取得。保育士養成校、教育大学を経て、ELTE 教育学部で教えた後、同心理学部で教

鞭をとった。ヴィダの研究の主となるものは幼児期の芸術教育であった。1960 年前

半 5年を日本で過ごし、日本での幼児期の芸術教育を観察した。また地方の学校を訪

問、学術会議に参加したり記事を書いたりした。後に、日本での観察とそこから学

んだことを、ハンガリーでの教育活動や研究調査に反映させた。また日本での体験

を『日本の子どもの芸術』と題した本にまとめた。帰国後、保育園その後小学校で

複合芸術教育を実践しながら研究調査した。 

 1966 年から保育園の年少クラスを対象に、写生の分野で試験的プログラムを作成

し、保育士のための講習会をブダペストや地方で行った。複合芸術教育について、

また幼児の精神的成長についての ELTEにおいてのセミナーは成功を博した。芸術教

育のトランスファー効果に関しては、その成果を学術会議で発表し、何か国語かで

その記事が発表された。バルコーツィ＝プレー（２）の心理学的効果の調査を依頼され、

コダーイの音楽教育の効果を分析し、ケチケメートにおけるヴィダ自身の実験調査
（３）と結びつけた。 

羽仁協子（1929–2015） 
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羽仁協子は自由な精神をもつ学校である自由学園で育った。バイオリンを奏し、

学園のオーケストラを指揮し、指揮者斎藤秀夫のクラスで学んだ。卒業後ウイーン

で、その後ライプツィヒで音楽を学び、1958 年からハンガリーに住んだ。協子は父

である歴史家羽仁五郎を通じ、コダーイ・ゾルターンの知己を得た。音楽学者ヴァ

ルジャシュ・ラヨシュの下で１年間学び、また 1967 年まで ELTE で日本語を教えた。

ハンガリー語を完璧なほどに身に付け、文学書の翻訳を始めた。現代文学を日本語

からハンガリー語、ハンガリー語から日本語へと訳し、このようにして両国の文芸

思潮を紹介。また、近代日本の短編を集めてアンソロジーを編纂した。 

1960 年頃から羽仁は、ハンガリーを訪れる日本の音楽学者や音楽教師を案内し、

通訳も引き受けた。1963 年に東京で開催された ISME では、セーニ・エルジェーベ

トの通訳をし案内もし、翌年のブダペストでの ISMEでもアクティブに参加し通訳し

た。1967 年最終的に帰国し、そこで音楽教育関係の翻訳を依頼された。コダーイの

考えに基づく保育園・幼稚園の音楽教育を日本に知らしめ、広めることを決心した。

そのためフォライ・カタリンに援助を依頼し、フォライはこれに応じた。 

＜コダーイ芸術教育研究所＞を設立。日本の若い保育士や音楽教師が単独あるい

はグループでハンガリーにおいて学ぶことができるよう手配した。ハンガリーの教

育法をより知ることができるために、数えきれないほどのハンガリーの音楽教育に

関する書物を邦訳した。コダーイの精神を伝える保育園を設立した。伝統的な日本

の歌を使い、専門書を邦訳することで、コダーイの考えに基づく日本における幼児

音楽教育の礎石を築いた。 

 

３人の関係 

フォライ・カタリンとセーカーチ夫人ヴィダ・マーリア 

フォライ・カタリンとヴィダ・マーリアは若くして知り合った。共通の知り合い

や共通の専門分野を通し、一生を通じての友情が築かれた。フォライの日記には、

ヴィダの講演を聞いた折々に、子どもの人格発達の観点からフォライにとって重要
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と思われることのメモが多く記されている。芸術教育の領域では同様の考えをもっ

ていたことから一緒に本を著している。 

 

セーカーチ夫人ヴィダ・マーリアと羽仁協子 

ヴィダ・マーリアが、ELTEで同僚の羽仁協子と知り合ったのは1959年末である。

ヴィダが家族と共に何年も日本に行くことになった時、羽仁は様々なアドバイスを

し、到着後は羽仁の家族に引き合わせた。羽仁一家と懇意になることにより、進歩

的な考えをもつ人々と知り合うことができた。その後、羽仁が帰国し、ヴィダがハ

ンガリーに戻ってからも２人の友情は続いた。 

 

フォライ・カタリンと羽仁協子 

羽仁協子は 1961 年に、ハンガリーの音楽教育について書いたヴィダ・マーリアの

記事を邦訳した。その記事は、保育園の音楽教育についてのフォライ・カタリンの

役割を強調したものである。羽仁協子は 1964 年の ISME でフォライ・カタリンの実

践を実際に見ているし、1966 年にはチョバーンツ通り保育園を訪問している。音楽

教育の方法論について邦訳し始めた時、歌をどのように選ぶか、翻案をどのように

するかについてフォライから専門家としてのアドバイスを依頼したことは、二人の

手紙のやり取りの中で見ることができる。フォライ・カタリンの遺品の中に、フォ

ライに宛てた羽仁の手紙が数多くある。その中に、羽仁はどのような質問をフォラ

イにしたか、そしてどのような質問にもフォライが答えたことが分かる。フォライ

のアドバイスに従って行った事がどのような効果をもたらしたかということに何度

も言及されている。フォライの方法論や考えに、すべての観点から忠実に従ってい

ることが分かる。 

 

ハンガリーにおける幼児音楽教育の始まり、フォライ・カタリンの経歴 ～その始ま

りと展開～  

ハンガリーではすでに 1891 年に保育園の規定が施行され（１）、全国の町や村に託

児所を設置しなければならないとある。そして、資格をもちハンガリー語も話すこ

とのできる保育士を雇うよう定めた。学校の準備をする役割をもつこの機関を、国

は重要に考えた。1930 年頃からドイツの影響が非常に強くなり、均衡を保つため

に、教育域において民族習慣などのハンガリー文化保護や民族意識を高めるという

理念が強調されるようになった。国内外ですでに名声と人望のあった作曲家であり

音楽教育家であるコダーイ・ゾルターンは、1940 年の『保育園の音楽』と題された

講演で －後に出版される（２）－、保育園の音楽教育に関しての考えを述べた。 
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『文化を相続することはできない。すべての世代が自分たちのために常に新しく

獲得しなければ、祖先の文化はあっという間に蒸発して消え去る。』（３） 

子どもたちには、人工的で教授的な歌の代わりに、純粋なわき水から出たそれぞ

れの年齢にふさわしいハンガリー民族のわらべうたを教えることが大切である。 

 民族国家への努力の道は、第二次世界大戦そしてソ連の政治と文化の台頭により

停止した。ソ連の教育の影響は何十年という長期間、ハンガリーの公教育の方向を

決定した。1948 年に保育園や学校が国有化され、1953 年には保育園教育に関する規

定が新しく制定された（４）。保育園が公教育の１機関として位置づけられ、小学校へ

の準備という機能が強調された。統一されたガイドラインに従って機能する機関に

おいて、コダーイ・ゾルターンのハンガリーの民俗音楽から出発する教育思想と音

楽の母語の早期習得を目的とする考えが容認された。このようにして、コダーイの

観念に基づくフォライ・カタリンの乳児・幼児に対する音楽教育方法論が確立し定

着した。 

 幼児の音楽教育と関わる仕事をしたいというフォライの希望は、早期に決心した

ことであった。『私たちはコダーイをこのように見た』という題の本の中で、フォ

ライは次のように振り返っている。 

 「私は、小さい子どもたちの音楽教育に関する仕事をしたいと思っていましたの

で、どのように始めたらよいのかというアドバイスを（コダーイから）もらいに行

きました。・・・幼児に音楽指導することを責任をもってするのなら、少なくとも

あと二つディプロマを取得するように、また、保育園で子どもの間に入り、子ども

たちとどのように接したらよいかを実体験することというアドバイスをもらいまし

た。」（５）  

 1947 年に、師コダーイ・ゾルターンのアドバイスにより、「音楽保育園」という

幼児の音楽教室をブダベストの保育園で始めた。フォライ・カタリンのチョバーン

ツ通り音楽保育園の情報は国内外の音楽専門家の間にあっという間に広まった。 

                                       

 コダーイ・ゾルターンのコンセプトに基づく音楽指導を垣間見るためハンガリー

を訪れた人々は、例外なくチョバーンツ通りの保育園を訪問した。 
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保育園における造形美術教育の状況、セーカーチ夫人ヴィダ・マーリアの経歴の始

まり    

 戦後、乳幼児保育園や学校の制度は大きく変化し、指導目的も変わった。教育機

関は国有化され、画一的なカリキュラムと単一のイデオロギーという背景を形成し

た。イデオロギーは社会主義労働者党が決定した。戦後、女性は子どもを養育しな

がら就労したことから、朝６時から夜６時まで開いている乳児保育園（０～３才）

や保育園（３～6 才）が必要であった。学校では学童保育のシステムが組織された。

教育の目標は、ソ連を範例とした社会主義的な人間像の実現であった。保育園の教

育において絵を描くこととは真似をすることで、パターンを模写させた。 

 戦前の著名な教育者の一部は（すでに世間によく知られ権威を持っていたため）

指導者としての地位にとどまることができた（例えばコダーイは音楽教育の領域

で）。しかし第二次世界大戦前に全国的に知られた教育者で教授であったカラーチ

ョニ・シャーンドルは 1948 年閑職に追いやられた。カラーチョニ・シャーンドルは

民衆文化から出発する芸術教育を信奉しており、コダーイの民族音楽に基づく教育

と文学教育を関係づけ、芸術教育の複合を大学の講義でも著作でも強調した。カラ

ーチョニの業績は、1952 年の死後、教え子たちの業績を通し広がっている。 

 その教え子の一人がヴィダ・マーリアである。ヴィダ・マーリアは 20 歳（1936 年）

からカラーチョニのブダペストでのセミナーに参加した。そのセミナーでは発達、

創作、思春期の社会心理学、文学、映画、劇場についてがテーマであった。カラー

チョニの考えは、ヴィダ・マーリアにとって学習と教授のプロセスについての大き

な体験であった。カラーチョニは周りに集まる若者に、読むこと考えること議論す

ることだけではなく、課題も与え、真の共同体を築いた。ヴィダはこのサークルで

コダーイの業績と知り合った。このことについて次のように記している。 

「サークルでは皆、民謡を歌っている。私はコダーイの講演『幼稚園での音楽』

とその著作の大ファン。コダーイとバルトークの音楽には大きな影響を受けた。カ

ラーチョニの教え：子どもには民族文化とクラッシックを！言語の場合も、音楽の

場合も。この考えを基に、私はコダーイの同意を得て、『バラの木のつぼみ』と

『なでなで』という音楽入りわらべうた遊びの絵本を作った。その後、コダーイが

ナジサロンタで蒐集した唱え歌から選び、『青豆コロコロ』という題で絵本を描い

た。」（１） 
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 ヴィダ・マーリアは美術大学では画家セーニ・イシュトヴァーンの生徒であった。

そしてヴァルガ・N・ラヨシュの下でグラフィック、 木版画や銅版画を学んだ。大

学入学前に、グラフィック・デザイナー、イラストレーターとして絵本が出版され

ている。1941 年に絵画教師のディプロマ取得。1945 年保育士養成校で教え始め、

1946 年からソ連で学ぶ。グルジアで幼児芸術教育を学び、これをテーマとして博士

論文を書いた（２）。 

 

日本における 1960 年代中頃までの音楽教育と造形美術教育  

音楽教育の状況 

コダーイ・ゾルターンを民俗音楽学者として日本に最初に紹介したのは、音楽学

者であり音楽評論家の園部三郎だと考えられる。園部は 1956 年に８か月をかけて東

ヨーロッパを訪問し、ハンガリーも訪れている。その際、コダーイとハンガリー科

学アカデミーで会見した。このことについては、その著『東ヨーロッパ紀行』に記

している（１）。「あなたとバルトークのハンガリー民族音楽の研究業績を最初に日本

に紹介した一人であるかもしれません。」と自己紹介し、「もうそれは 20 年も前の

ことで」と続けている。つまり、既に 1930 年代にコダーイ・ゾルターンとバルトー

ク・ベーラの民謡研究について、園部は日本に紹介したということである。この著

作で、ハンガリーの音楽学校を訪問したと園部は記しているが、音楽教育について

は何も述べられていない。園部は新しい教育方法については柔軟な姿勢をもち、音

楽教育を自国の民謡から始めるというコダーイの考えを好ましく思っていた。 

園部三郎は 1955 年から 10 年間、日教組教研集会の講師を務めた。1956 年の教研

集会でのテーマのひとつにわらべうたが上がっているが、教育理論の一方法として

しか扱われていない。同年、日本音楽創育の会が発足し、音楽教育にわらべうたが

初めて提起される。 

翌 1957 年に園部は「音楽教育の会」を発足させ、この会と日教組教研集会におい

て、わらべうたによる教育の必要性を説いた。即ち、理論上でわらべうたを扱うこ

とから始まり、実践的応用の方向に進んだということである。 
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1960 年に民族音楽学者小泉文夫によって、日本民謡の音階構造を明らかにした

『日本伝統音楽の研究』が出版された（２）。この著作により、教育者たちは自国の民

謡とわらべ歌から始める音楽教育への関心を一層寄せるようになった。 

1961 年、小泉文夫を中心とした東京芸大民俗音楽ゼミナールが東京のわらべうた

の調査･研究を始めた。この成果は、1969 年に『わらべうたの研究』という題で、研

究編と楽譜編に分けて出版された（３）。東京で小学生により実際に歌い遊ばれている

わらべうたを蒐集することにより、わらべうたが子どもにとって過去のものではな

く、現に子どもたちの間で遊ばれ生きている生の音楽であることを証明し、そこか

ら音楽教育は出発するべきであると提唱した。 

   

 1960 年末に日本に到着したヴィダ・マーリアは、羽仁一家との交流を通し、音楽

評論家の園部三郎と知り合った。芸術教育を専門とするヴィダ・マーリアは、園部

の仕事を援助する必要を感じた。 

 

ハンガリー人の目から見た、日本における造形美術教育の状況 

1960 年、ヴィダ・マーリアは母親として、そして外交官の妻として日本に赴いた

が、日本の絵画教育や美術教育を詳しく知ろうと試みた。その仕事の大きな手助け

になったのは小林裕子で、１年間でハンガリー語をよく理解するようになったこと

から、素材の解釈や翻訳の協力者となった。 

まずヴィダ・マーリアは自分の子どもが通う 笄
こうがい

小学校の図工の授業の流れとそ

の記録を絵をまじえて作成し、図工の授業の特徴を観察した。 

ハンガリーの図画の授業は 45 分で、生徒は個人個人で描く。日本の授業では何時

間にも渡り、時には共同作業でされたし木版画もあった。この授業の名前も両国で

異なり、ハンガリーでは図画、日本は図工である。ヴィダ・マーリアは、環境認識

と自然科学の教え方において、多くの実験や観察を絵画で認知することに価値を見

出した。 
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ヴィダ・マーリアによる笄小学校の図工の授業 

後に、 専門的に詳しい人たちの助けを得ることとなった。ある部分は友人で児童

書作家の鈴木三枝子が、他の部分は羽仁協子が自身の交友関係を動員した。画家で

自由学園で教鞭をとっていた吉岡堅二をヴィダと出会わせた。羽仁協子は 1962 年 8

月 23 日付の手紙で、美術教育学会と連絡を取るよう、連絡先の名前も付記してアド

バイスした。 

このようにして『版画』という雑誌と出会い、購読するようになった。また、芸

術教育の専門書を研究し始めた。日本各地の図工の教師に頼んで、子供たちの木版

画や紙版画を送ってもらい、整理した。中にはハンガリーの大学に送ったものもあ

った。 

ヴィダ・マーリアに宛てた羽仁のハンガリー語の手紙

（1962 年） 

ヴィダ・マーリアは、雑誌「版画」に関連し次のように書いている。  

「ある号で、楽譜や詩が版画と共にあるのを見つけた。そう、私がずっと前から

興味のあることはこれだ。さまざまな表現形態が一緒になっている。学校で、音楽、

詩、絵。これは偶然だろうか。それとも意識的な教育結果なのか。（１） 
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この疑問を解決するために、様々な学校と直接交流し、学校訪問を通して経験を

積み上げた。1963 年には専門用語も少しずつ分かるようになり、知り合いも多くな

っていった。そういう中、美術教育の改革に取り組み、著作もある井出則雄と鈴木

五郎と話し合った。井出則雄は彫刻家で、教員養成大学で児童画の発達心理学を教

えていた。井出は、「新しい絵の会」の第 4回全国学会に参加し講演するようヴィダ

を招いた。 

 

訪日前のフォライ・カタリン  ～羽仁協子との手紙を基に～ 

羽仁協子はハンガリーへ行く前すでに、コダーイ・ゾルターンについて聞いてい

た。そして、そのコダーイの勧めで、ハンガリー科学アカデミーの民族音楽研究所

に１年間属し、ハンガリーの民俗音楽の素材やハンガリーの子どもの歌であるペン

タトニックの世界を知るようになった（１）。また、ハンガリー語で最初に読んだ本は

コダーイの『保育園の音楽』であると、後のハンガリーにおける講演で述べている。 

１年後、羽仁協子は ELTE大学で日本語教師として教え始め、９年間滞在した。そ

の間も、音楽の世界との関係は切れなかった。コダーイ・ゾルターンの考えを広げ

るための後押しを、日本でもハンガリーでも行った。日本で掲載されるヴィダ・マ

ーリアの音楽教育についての記事を邦訳し、ハンガリーを訪れる音楽関係者や、

1964 年ハンガリーでの ISME の会議に参加した日本人たちに通訳した。そして、帰

国後の 1967 年、コダーイの考えに基づく音楽教育の意義に気が付いた。フォライ・

カタリンに宛てた手紙の中で、次のように書いている。 

「何か運命的なものを感じます。私が、コダーイの考えや方法と真剣に関わりだ

した時、彼はもういませんでした。なぜこのようになったのか、私には分かりませ

ん。９年もハンガリーにいたのに。（･･･）日本の子どもたちのために、とてもとて

も多くの手助けをしてくれたはずだと思うのです。」（２）       

羽仁はハンガリーの方法論の本を翻訳し、翻案を始めた。また日本のわらべうた

を選びだす作業をし、ハンガリーを模範とした保育園の音楽教育をハンガリーをサ

ンプルとして設立した園に導入した。ハンガリーの知り合い、友人と集中的な文通

をハンガリー語でした。幼児音楽教育の領域において主となるアドバイザーはフォ

ライ・カタリンであった。 

 フォライの遺品の中に、羽仁からの手紙が多く残っている。残念ながら、その返

事となる手紙は存在しない。しかし羽仁からの手紙で、フォライが羽仁の質問に対

し常に答えたことは明確に読み取ることができる。フォライの提案を実践しどのよ

うな結論に至ったか、あるいは３つの年齢層のために作成中のわらべうた集をどの

ように形作ったかについて、何度も書いている。方法論の翻案では、フォライから

受けた知識をそのまま日本で有効に使うことがができないと感じ、フォライを日本
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に呼ぶことを考えついた。フォライのチョバーンツ通り幼児音楽教室を見学したこ

とのある日本の仲間たちも、この考えにインスピレーションを得た。 

         

フォライ・カタリンへの手紙 左:中川弘一郎 1967 年夏、右：羽仁協子 1967 年 9 月

29 日付け（LFZE コダーイ研究所アルヒーフ） 

     

左：日本グループの訪問に際してのお礼の手紙（本間雅夫）1967 年 5 月 23 日 

右：LFZE コダーイ研究所アルヒーフ 羽仁協子の手紙 

 フォライ・カタリンの日本での１か月の滞在は、羽仁協子にとって特に重要なで

きごとであった。羽仁はフォライの方法論を、すべての観点から忠実に追った。フ

ォライの訪日の前、羽仁は『Ének-zene az óvodában』（保育園での歌、日本語版題名

『ハンガリー 子どもの遊びと音楽』）と題された本の翻案にのめり込んだ。ハンガ

リーの歌をそのまま使用するのではなく、日本文化の中にあるわらべうたへの差し

替えを、フォライのアドバイスに沿って原著の概念に合わせ行った。また、年少・

年中クラスのための日本のわらべうた集も、フォライ・カタリンの助けを借りて編

集した。このことについて、次のように手紙を書いている。 

「他の年齢のクラスも、まだ年少用の歌でしか教えていません。自分のためには

もう、年長クラスの分もまとめてありますが、結果として同じ構成音の歌が少なす

ぎます。ですから、ある段階から次へ、あまりにも早く進んでしまいます。手持ち

の歌を使い尽くしました。自分たちで歌を蒐集しなければなりません。専門家が集

めた歌の中からは、使用できるものが非常に少ないのです。」（３） 
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 1967～68 年の手紙の一部は方法論への質問で、その他はフォライ・カタリンの訪

日のため手続きと、フォライの指導を受けるための日本の保育園の準備についてで

ある。 

 

フォライ・カタリン 1968 年の訪日 ～フォライの日記を基に～ 

 フォライ・カタリンは羽仁の招待を受け、1968 年に初めて日本を訪れ 1 か月滞在

した。その後、1974 年、1989 年、1992 年に、それぞれ長期の訪日をしている。その

たびに、その日の重要な事柄を日記に記している。そこからは、非常に忙しい教授

プログラムの合間を縫って、風習、人間関係、旅についてなどを読み取ることがで

きる。さらに、理論と実践を共生させ、それをどのように相手に伝えるかという模

範ともなっている。 

 「音楽と共に品位をもって生きることを学ぶのなら、人類はより幸せになると信

じる。そして、その方向に向かって少しでも何かをする人は、それだけでも生きた

価値がある。」（１） 

In nomine Patris – Megpróbálok naplót írni” 

（父の御名により－日記をつけようと試みます） （２） 

 

 フォライ・カタリンは 1968年 7月 20日にブダペストからモスクワへ出発。「父と

ヴィダ・マリカとその娘が見送ってくれた」（３） 東京へはソ連経由で、汽車・飛行

機・船と乗り継ぎ６日間を要した。 
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旅程と日本でのプログラム案（フォライ宛ての羽仁の手紙より） 

７月 26 日横浜到着。港に羽仁協子と教え子や仲間、ハンガリー大使館と日本・ハン

ガリー友好協会の代表者たちが出迎え。 

羽仁協子は、フォライ・カタリンの 1か月に渡るプログラムを詳細に計画した。関

係者との会合や講演、保育園訪問、実践の準備、快適な宿泊、観光、休憩なども綿

密に計画を立てた。 

 フォライ・カタリンは日記に、課業に子どもが何人参加するか、何歳か、課業は

誰が担当するか、課業の流れ絵、どんな日本のわらべうた・唱えが扱われていたか

を、必ず記した。 

日記によると、23 園の音楽課業（羽仁協子が指導した保育士による）を見たとい

うことで、その内４園は東京以外であった。藤田恵一指導の小学１年生の授業は９

回にわたって見学した。これ以外に、フォライ・カタリン自身も日本の子どもを実

際に指導した。主となったのは井之頭保育園で、木下やすこ、そして羽仁が指導し

ていた。課業実践の後に反省会が持たれ、フォライ・カタリンはアドバイスを与え

たが、それについて自分用に日記に記している。実践見学時には単語のみや短い文

章、あるいは疑問符やエクスクラメーションマークで気が付いたことを記している。 
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教育面からよく構築され、十分な数の歌や唱えを含んだよく考えられたねらいを

実現した課業を、フォライ・カタリンは見学した。日記には次のような称賛の言葉

も見られる。美しいリズム、繊細な動き、泣く子供に対してのすばらしい教育的解

決、遊びのようにして間違いを直した、子どもたちが遊びを楽しんでいるのが分か

る、音高をうまく変化させた、能力の高くない子をじょうずに指導、指導者も楽し

んで遊んでいる、遊びの中で全員に役が回ってくる、子どもたちが清潔に輝く声で

歌う。 

 

フォライ・カタリンを回顧して 

伊藤直美「フォライ・カタリン先生との出会い」 

 

コダーイ・ゾルターンの考えた音楽教育法に私が初めて出会ったのは 1968 年、フ

ォライ･カタリンが羽仁協子の招聘により来日し、その講演会においてであった。ま

だ高校生だった私は、外国の人が日本の幼児に日本のわらべうたを指導し、日本語

で歌うのを見て、大きな印象を受けた。しかし、それが何を意味するか、その時は

理解できなかった。 

一緒に講演を聞いた小学校の音楽教師だった父が、そこで売られていたハンガリ

ーの音楽教育に関する本をすべて購入した。それは前年に羽仁協子によって訳･編集

されたシャーンドル・フリジェシ編「ハンガリーの音楽教育」とフォライ・カタリ

ン他著「ハンガリー子どもの遊びと音楽」、羽仁自身による著作「子どもと音楽」

（1968）であった。この 3 冊が、後に私がコダーイシステムと関わるきっかけとな

った。 

 

知念直美 「フォライさんとの出会い、そして学びと感謝」 

 

1968 年、それは私にとって偶然が重なった、幸運の年でした。その年の４月か

ら、私は母校の小学校(自由学園、初等部)で音楽を教え始めていました。授業をしな

がら、これでよいのか、と迷うことの多い、そのような時に、私のソルフェージュ

とピアノの師が、羽仁協子さんに引き合わせてくださいました。 

その年、羽仁さんの招聘でフォライさんが来日。そして、講演会、井の頭保育園

での公開実践、明星学園小学校での公開授業、ハン音研での勉強会に参加すること

ができました。どれも、これも、私にとっては初めてのことで新鮮でした。 
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井の頭保育園は、その当時年齢別クラスでの保育で、わらべうたの課業は、2 クラ

スで行われたように記憶しています。1 クラスは、私の先輩の音楽教師、木下さん

が、もう 1 クラスは保育士が（その当時は、保育士ではなく、保母と言っていまし

た。）なさったと思います。残念ながら、はっきりとした記憶は残っていないので

すけれど、課業の流れはひとつのお話しのように組まれていました。 

何らかのモチベーションで子供たちが興味を持つように働きかける『導入部』 

子どもたちが主体になって遊びうたうわらべうたあそび『主要部』 

     その日の音楽的ねらいを、遊戯的な方法で練習する 『 教授部』    

保育士が鑑賞曲を歌って、子供たちに聞かせる 『終結部』 

はじまり、があって、クライマックス、があり、落ちついた おわり、がある、物語

りの流れのように、進んで行きました。 

私はこの課業の流れが大好きで今でもこの流れで実践することが多いです。もち

ろんその日の子どもたちの様子によって変更することも多々あります。 

明星学園での公開授業は、藤田恵一さんがなさいました。コダーイメソード=ハン

ドサインではない、と言われていますけれど、ハンドサインを使っての授業が印象

的でした。 

フォライさんが指導なさった、ハン音研での研修会にも参加することができまし

た。コダーイの作品との、初めての出会いでした。フォライさんの透きとおるよう

な心地よい声と、眼鏡の奥のやさしい眼差しに導かれて、コダーイの教育作品

（『333 の読譜練習』、77 と 15 の 2 声練習、『ビチニア・フンガリカ』、『トリ

チニア』）を歌いました。もちろん、日本のわらべうたも参加者全員で、一緒に歌

い遊びました。新米の私は、緊張しながらの参加でしたが、とても楽しかったこと

を覚えています。 

「来年、待っています!」という言葉と共に離日なさったフォライさんとの再会

は、1969 年９月でした。ハンガリーへは、横浜からナホトカ（当時ソビエト連邦）

まで船で、ナホトカからハバロスクまで汽車で、ハバロフスクからモスクワまで飛

行機で、モスクワで２泊し、モスクワからブダペストまで汽車で、という行程でし

た。今では考えられないような道程ですが、当時の多くの留学生は、この行程を使

っていました。学生だけでなく、フォライさんも同じような旅をして、ブダペスト

と日本の往復をしていらっしゃいます（ブダペスト～モスクワ間は、飛行機だった

と思いますが）。 

ハンガリーでは、フォライさんが先生であり、後見人であり、お母さんでもあり

ました。初めの数日間は、ハンヴァシュ・アニコー先生のお宅で、お世話になり、

その後は、アメリカから勉強に来ていたベッツイ・モールが住んでいた下宿に移っ

て、ブダペストでの生活が始まりました。ベッツイは既に帰国した後で、彼女と実

際に会うことができたのは、ずっと後になってからのことでした。けれど、ベッツ

イの話しは、毎日のようにフォライさんから聞いていましたので、まるで姉妹のよ

うな感覚です。 



18 

 

下宿も、勉強のプログラムも、全てフォライさんが用意してくださっていました。

チョバンツ通りの音楽保育園、週 2 回、ラジオ放送局保育園、週１回、どちらの保

育園でもフォライさんの「音楽課業」の見学、及び研修がありました。 

 

注 

フォライ・カタリン、セーカーチ夫人ヴィダ・マーリア、羽仁協子の紹介 

（1）カラーチョニ・シャーンドルについて 

コントラ・ジェルジ著『よく知られた教授カラーチョニ・シャードル』2009 年 

 タムシュ夫人モルナール・ヴィクトーリア『カラーチョニ・シャーンドルのライ

フワークにおける芸術教育の質問』pdf 無料ダウンロード可（docplayer.hu）2021 年 9

月 28 日 

（2）バルコーツィ・イロナ、プレー・チャバ共著『コダーイ音楽教育法の心理学的

影響の研究』ケチケメート コダーイ研究所 1977 年 

（3）当初の計画では、心理学からのみではなく、言語、数学、絵画からの研究も含

まれていた。絵画面からの研究はセーカーチ夫人ヴィダ・マーリアが担当し完了し、

本も著した。（バルコーツィ・イロナ『バルコーツィ・イロナとプレー・チャバ共

著「コダーイ音楽教育法の心理学的影響の研究」に基づくある古い研究の回顧』

neveles_belivek (tankonyvtar.hu)ダウンロード済み 2021 年 9 月 28 日） 

 

ハンガリーにおける幼児音楽教育の始まり、フォライ・カタリンの経歴 ～その始ま

りと展開～ 

（1）『乳児園の規則』XV. t.c. 1891年 

（2）コダーイ Z.『回顧録 １巻』Zeneműkiadó出版社 1964年  pp.. 92-116 

（3）コダーイ Z.『回顧録 １巻』Zeneműkiadó出版社 1964年  p.156 

（4）『乳児園の規則』1953年 III. 

（5）ボーニシュ F. 編著『私たちはコダーイをこのように見た』Püski 出版 Kft 1979

年 pp.. 205-213 

 

保育園における造形美術教育の状況、ヴィダ・マーリアの経歴の始まり 

（1）セーカーチ夫人ヴィダ・マーリア『自画像－背景』ボドル、プレー、ラーニ編

集 「ハンガリーの心理学者たちの自伝」より Pólya 出版 1998 年 p.269 

（2）「子どもの創作過程でのグラフィックの固着」博士論文 1948 年 トビリシ 指

導教官 Dito Uznadze（心理学研究所教授）  

 

日本における 1960 年代中頃までの音楽教育と造形美術教育  

音楽教育の状況 
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（1）園部三郎『東ヨーロッパ紀行』pp.. 132-135  平凡社 1956 年 

（2）小泉文夫『日本伝統音楽の研究』音楽之友社 1960 年 

（3）小泉文夫編『わらべうたの研究（楽譜編・研究編）』わらべうたの研究刊行会 

1969 年 

 

ハンガリー人の目から見た、日本における造形美術教育の状況 

（1）セーカーチ夫人ヴィダ・マーリア『日本の児童芸術』Corvina 出版 1971 年 p.28 

 

訪日前のフォライ・カタリン ～羽仁との手紙を基に～ 

（1）羽仁協子はコダーイのアドバイスにより、1958 年から１年間ヴァルジャシュ・

ラヨシュ（民俗音楽学者 1914~2007）の民俗音楽研究グループで学ぶ。 

（2）羽仁協子の手紙 （LFZE コダーイ研究所アルヒーフ蔵） 

（3）羽仁協子の手紙 （LFZE コダーイ研究所アルヒーフ蔵） 

 

フォライ・カタリン 1968 年の訪日 ～フォライの日記を基に～ 

（1）コダーイ Z.『回顧録 ３巻』「ハンガリーの音楽教育」序文 Zeneműkiadó出

版 1989年  p.5  

（2）フォライ・カタリンの日記 1968 年（手稿） 

（3）フォライ・カタリンの日記 1968年（手稿）日記の中に登場する少女「ヴィダ・

マリカの娘」はこの研究グループの 1 人セーカーチ・アンナのことである。 

 

  

研究グループ のメンバー：ヴィカール・カタリン、セーカーチ・アンナ、伊藤直美、

ゴルダーン夫人オラー・マールタ、チャーニ夫人コーシュ・イルディコー、ヘゲド

ゥーシュ夫人トート・ジュジャンナ、ナジ・アニタ、チョマ・オルショヤ、知念直

美 （左から右へ、上から下へ） 


